
富山高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 エコデザイン工学特別研究Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0126 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実習 単位の種別と単位数 学修単位: 5
開設学科 エコデザイン工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 5
教科書/教材
担当教員 高橋 勝彦
到達目標
研究の遂行を通して、機械工学，電気電子工学，応用化学，材料工学等に関する高度な技術を把握し、自主的、継続的に学習できる能力、習得
した基礎及び専門の知識を基に創造性を発揮し、計画的に研究できる能力、論文作成やプレゼンテーション等のコミュニケーション能力を持つ
学生を育成する。
ルーブリック

大変優れている 優れている ほぼ達成されている もう少し努力が必要 まったく不十分である
研究活動におけるデー
タ等の，ねつ造，改ざ
ん，盗用が，倫理に反
する不正行為であるこ
とを認識し，自身の特
別研究で扱うデータや
結果に責任を持つこと
ができる．(倫理的
，社会的能力)

どのような行動が不正
行為であるか十分に理
解し，自身のデータに
対して責任を持つこと
ができる．

どのような行動が不正
行為であるか理解し
，僅かな助言で，デー
タに対して責任を持つ
ことができる．

不正行為が倫理に反す
ることを理解しており
，指導されればデータ
に対して管理を持つこ
とができる．

不正行為への認識が甘
く，指摘されれば改善
できるものの，無意識
のうちに，不正行為と
疑われるデータの扱い
をする．

自身のデータの扱い方
がずさんで，意識的に
不正行為をしていると
疑われる行動をする．

自身の特別研究の背景
や目的を理解し，他者
に的確に説明できる
．（批判的，合理的な
思考力，社会的能力）

当該分野の動向を含め
，研究の背景や目的を
理解し，他者にわかり
やすく説明できる．

研究の背景や目的をほ
ぼ理解し，他者にわか
りやすく説明できる．

研究の背景や目的を概
ね理解し，他者に説明
できる．

研究の背景や目的につ
いて，やや理解度に欠
ける部分はあるが，他
者に説明できる．

研究の背景や目的をま
ったく理解しておらず
，他者に対する説明も
できない．

特別研究の内容に関連
する分野における，自
身の研究の位置づけを
理解できる．（批判的
，合理的な思考力，認
知的能力）

特別研究の内容に関連
する分野の動向やトレ
ンドもきちんと調査で
き，自身の研究の位置
づけと将来展望を理解
している．

概ね，関連分野の中で
の自身の特別研究の位
置づけを，若干ではあ
るが，将来展望も含め
て理解できている．

概ね，関連分野の中で
の自身の特別研究の位
置づけを理解できてい
る．

関連分野の調査はでき
るが，その中での，自
身の特別研究の位置づ
けについての理解には
やや難がある．

まったく理解できてい
ない．

数学，物理，化学等の
自然科学分野の基礎学
力や，関連する専門分
野の基礎知識が身につ
いており，自身の特別
研究を支障なく遂行で
きる．（基盤となる教
養，知識，経験，汎用
的技能）

十分に身についており
，自身のツールとして
使いこなせる．

十分に身についている
が，使いこなすために
は，もう少し理解度を
高める必要がある．

概ね身についており
，問題なく利用はでき
るが，使いこなせるレ
ベルには達していない
．

部分的に，不足する項
目があり，身について
いる部分も，使いこな
すレベルに達していな
い．

まったく身についてお
らず，使いこなせてい
ない．

自身の特別研究に対し
て，自発的かつ積極的
に取り組むことができ
る．（主体的に考える
力）

与えられた研究課題に
対して，指導教員のア
シストが不要なほど
，極めて自発的，積極
的に取り組むことがで
きる．

与えられた研究課題に
対して，指導教員の僅
かなアシストがあれば
，自発的，積極的に取
り組むことができる．

部分的に，指導教員か
らの後押しが必要であ
ったが，概ね自発的
，積極的に取り組むこ
とができる，

指導教員の指示があれ
ば，その後は，自発的
、積極的に取り組むこ
とができる．

指導教員の指示があっ
ても，自発的，積極的
に取り組むことができ
ない．

特別研究のテーマに応
じ，適正な到達目標を
設定し，それに向かっ
て，計画的に十分な時
間を確保することがで
きる．（創造力，構想
力，主体的に考える力
）

指導教員からのアドバ
イスをほとんど必要と
せず，自ら到達目標を
設定でき，計画的に時
間を確保することがで
きる．

指導教員がきっかけを
与えれば，自ら到達目
標を設定でき，計画的
に時間を確保すること
ができる．

指導教員からの僅かな
アドバイスを受けなが
ら，到達目標を設定で
き，計画的に時間を確
保することができる．

指導教員からの継続的
なアドバイスを受けれ
ば，到達目標を設定で
き，ある程度計画的に
時間を確保することが
できる．

指導教員のアドバイス
があっても到達目標を
設定できず，計画的に
時間を確保することも
できない．

特別研究を遂行する過
程で直面する問題・課
題に対し，それらを創
意工夫により解決する
ことができる．（統合
的な学習経験と創造的
思考力，研究開発能力
）

指導教員からのアドバ
イスをほとんど必要と
せず，自ら創意工夫に
より，問題を解決する
ことができる．

指導教員がきっかけを
与えれば，創意工夫に
より，問題を解決する
ことができる．

指導教員からのアドバ
イスがあれば，概ね
，創意工夫により，問
題を解決することがで
きる．

指導教員からのアドバ
イスを受け，問題を解
決しようとするものの
，創意工夫が足りず
，なかなか解決に結び
つかない．

指導教員からのアドバ
イスを受けても，創意
工夫せず，問題を解決
できない．

特別研究を通して得ら
れた，実験データや計
算データ等を，適切な
手段を用いて解析し
，問題の把握や解決に
有効な結果として利用
，応用することができ
る．（汎用的技能，統
合的な学習経験と創造
的思考力）

自ら，斬新で有効な方
法を開発でき，これま
で解決が困難であった
問題をも解決できる．

標準的以上の方法に少
し工夫を加え，それを
用いてデータ解析がで
き，問題を解決できる
．

これまでに実践されて
いる標準的な方法を用
いて，概ねデータ解析
ができ，問題を解決で
きる．

指導教員の後押しがあ
れば，標準的な方法を
用いてデータ解析がで
き，問題を解決できる
．

標準的な方法も理解で
きず，問題も解決でき
ない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-3 学習・教育到達度目標 B-1 学習・教育到達度目標 B-3
JABEE 1(2)(c) JABEE 1(2)(d)(1) JABEE 1(2)(d)(2) JABEE 1(2)(f) JABEE 1(2)(g) JABEE 1(2)(h)
教育方法等
概要 【学習・教育到達目標】：　A-3，A-4，B-1，B-3，　

【JABEE基準】：　基準1(2)(d)(2)，基準1(2)(f)，基準1(2)(g)，基準1(2)(d)(1)
授業の進め方・方法 各研究室において、主副指導教員による指導の下、研究を実施する。



注意点 特別研究は、これまで学習した科目を応用して実施するものであり、自主的かつ積極的に取り組むこと。研究テーマや
知的財産権等について、主指導教員と綿密に連携を取ること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 研究 各研究室において、主副指導教員による指導の下、研
究を実施する。

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 4

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 4

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 4

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 4

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 4

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 4

情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 4

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 4

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 4

国際社会における技術者としてふさわしい行動とは何かを説明で
きる。 4

知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財産に関する基
本的な事項を説明できる。 4

知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 4

技術者の社会的責任、社会規範や法令を守ること、企業内の法令
順守(コンプライアンス)の重要性について説明できる。 4

技術者を目指す者として、諸外国の文化・慣習などを尊重し、そ
れぞれの国や地域に適用される関係法令を守ることの重要性を把
握している。

4

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

4

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

4

分野横断的
能力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 4
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 4

評価割合
主指導教員による評価 合計

総合評価割合 100 100
研究に対する考え方，研究背景・目的の理解
，基礎学力・知識 50 50

研究への取組み姿勢，自主性，計画性，課題解
決力，創造性，分析力，応用力 50 50


